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　区域構成
　計画敷地は、①結び×生態系、②結び×地域愛、③結び×学び、の 3つの役割に分け、施設用途に応じたシークエンスを高める。「結び×生態系」から「結び×芸術」へと進むにつれ、「人と水の触れ合い」
から「人と人の触れ合い」へと変化させ、「外部空間中心の構成」から「内部空間中心の構成」へと移行する。3 つの施設用途のシークエンスを高めるために、道三歩廊へと整備する。また、各施設を
繋ぐ中間地点にポケットパークを設ける。1 2
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　提案内容 　計画区域

　ほたる護岸の現状

邂逅する散策路
道三歩廊に点在する拠点を辿る軌跡

設計主旨：街を散策すると、路地空間に迷い込んだ。小川が流れ、緑が溢れ街に潜む散策路であった。この路地空間に建築的解決を出来たなら迷い込んだ人々に新たな発見や出会いを創出すると考える。

　道三川の歩みとほたる護岸の誕生

整備前　　　　　　　　　整備後1895 年 ~1898 年　　　　2000 年　　　　　　　　  現在

　広島県福山市に位置する道三川は、街の狭間を流れている小川である。そして、福山城の外堀の川であり、か
つては、農業を支える用水路であった。福山駅周辺の地図より 1897 年まで田畑が広がっていたが、2000 年に
は市の発展に伴い市街地と変化した。道三川は福山市の市街化および住宅開発の進行に伴い、暗渠化や水質悪化
が地域課題となった。そのため、福山市は、地域住民の要望を受け「ほたるの舞う美しい川を目指す」のもと、
2.4km のうち 1.1km 区間で自然石積みによる整備を 1987 年に実施し、「ほたる護岸」を造った。ほたる護岸は、
地域の人々の手で守られ、一部では都市景観大賞も受賞している。
　ほたる護岸周辺の状況を見ると、歩廊に接する敷地に駐車場が存在することを確認した。そして、現在では、
スプロール化により建築物が建てられていた敷地は駐車場へと転用されていることが窺える。
　ほたる護岸の整備を行って約 38 年の歳月を経ていることから新たな革新を起こす必要があると考える。
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　区域選定
　道三川を起点とした市街地再編において、点在する拠点を配置することで、人と水、人と人との触れ合いの向上を図るとともに、ウォーカブルな街の促進を目指す。点在する拠点は、道三川の親水空間を軸として結ばれ、街に開かれた散策路の敷地選定を以下の手順で形成する。

1) 街の狭間にある線 2) 線と線の交差 3) 点在する点（拠点） 5) 点と線を結ぶ点4) 点在する線を結ぶ線

　最期に、「ノード」の中間地点となる 3 箇所に休憩所を設ける。点在する 7 箇所の
「ノード」、5 箇所の歩廊、3 箇所の中間点が道三川を介して連結され、ウォーカブル
な街が形成される。

　道三側を沿う東西軸の「パス」と南北軸の「エッジ」が交差する地点に 7 箇所の「ノー
ド」を計画敷地として設定し、地域のサードプレイスを配置する。各拠点で築かれ
た地域住民の関係性は、他の拠点でも活かされ地域ネットワークが構築される。

　初めに、道三川には、ほたる護岸整備時に整備された歩廊である「パス」が存在し、

川の流れに沿って心地よく歩ける場としてウォーカブルな街の形成を促進している。

　次に、道三側を沿う東西軸の「パス」と、南北軸の「エッジ」が交差することで人々

の出会いの結節点となり、道三歩廊への入り口として機能する。

　地域のサードプレイスとなる「ノード」を繋げる「パス」の特色の分析を行う。

その後、それぞれの特色を活かした５箇所の歩廊の再整備を行う。

ほたる護岸は、狭隘な路地空間であるが、人と水、人と人との距離が近く親密度を高める可能性があると考える。
　近年空き家の増加による建築物の取り壊し駐車場に転用されている。ほたる護岸に接する敷地も同一の状態で
ある。現状を踏まえ、ほたる護岸に面する敷地に点在するサードプレイスを設け、歩廊の活用促進を目指す。
されに、現代社会における希薄化した地域住民の関係性を再考し、地域ネットワークの再構築を目指す。
　本提案では、ほたる護岸に結節点となる敷地にサードプレイスを配置し、「街の狭間（ほたる護岸）」と「スプロー
ル化（駐車場）」を組み合わせることで、都市に新たな付加価値の創出をする。これにより、ほたる護岸を道三
歩廊へと再編する。道三歩廊は、街に開かれた散策路となり、ウォーカブルな街の形成を図る。そして、地域ネッ
トワーク修復を試みるものである。

　ほたる護岸は、歩廊の人通りが少なく、水と人との触れ合いの場と
して十分でない現状がある。要因は、以下のことが推測される。①道三
川が敷地境界線に挟まれる形で流れているおり、立ち入りにくいこと、
②ほたる護岸が狭く、散策者の憩いの場となる箇所が少ないこと、③完
全な歩行者専用道路で散策者が限定されていることなどが挙げられる。
　このような状況を踏まえ、水に親しむ地域住民のサードプレイスを
創出することで、水と人の触れ合いの再創出さらには人と人の交流の
場が生まれると考えられる。



飛び石を楽しそうに渡る子供たちの風景が見られる。

ビオトープでは、子供たちが虫を観察する風景が見られる。

川のネットの架けらた場所は、子供たちが水と親しむ風景が見られる。

道三川の川と緑を見る一時を過ごす人の風景が見られる。

小学生を見守る見守り隊の人の風景が見られる。

人々は親水広場に集い道三歩廊へと導かれている風景が見られる。

集会所に向かう人の風景が見られる。

水と親しみ想像力を育む人たちの風景が見られる。

siteA

アーチ支柱①

膜屋根無し

膜屋根有り

カーテンを吊るす

壁の延長

ハンモックを吊るす

８人用の家具

2 人用の家具

複数人用の家具

石積みのベンチ

歩廊の拡張

橋を架ける

階段を設ける

ビオトープを設ける

ネットを架ける

デッキを設ける

川の拡張

飛び石の設置

水盤を設ける

植樹する

歩廊① 歩廊② 歩廊③ 歩廊④ 歩廊⑤

　各施設に対する 24 の要素仕様図
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siteD

siteE

siteF

siteG

siteH

siteI

siteJ

柵を設ける石積みのベンチアーチ支柱② 垂直支柱 曲線の花壇

膜屋根無し 膜屋根有り カーテンを吊るす 壁の延長 ハンモックを吊るす ８人用の家具2 人用の家具 複数人用の家具

歩廊の拡張 橋を架ける ネットを架ける デッキを設ける 川の拡張 飛び石の設置

水盤を設ける 植樹する アーチ支柱① アーチの支柱② 垂直支柱 柵を設けるビオトープを設ける

　建築空間を構成する 24 の要素
　建築を構成する 24 の要素は、①建築空間要素、②新空間要素、③緑地空間要素に分類した。以上の 24 の要素を本設計に取り入れ、空間構成の検討における指標を示した。

石積みのベンチ

曲線の花壇

階段を設ける

水との親和性×建築空間
道三歩廊の延長線上という観点から

スケルトン空間という要素を抽出した。

水との親和性×建築空間
川（水）の有機的な流れからファブリック

な屋根という要素を抽出した。

水との親和性×建築空間
川（水）の有機的な流れから外部
カーテンという要素を抽出した。

散策者の滞留性×建築空間
歩廊にあったベンチから２人数利用
の滞留空間という要素を抽出した。

散策者の滞留性×建築空間
川（水）の有機的な流れからハンモック

という要素を抽出した。

散策者の滞留性×建築空間
壁を外部に延長させ視覚的に滞留空間
に導くという観点から要素を抽出した。

散策者の滞留性×建築空間
歩廊にあったベンチから 8 人数利用
の滞留空間という要素を抽出した。

散策者の滞留性×建築空間
歩廊にあったベンチから複人数利用
の滞留空間という要素を抽出した。

散策者の滞留性×建築空間
自然石積みの整備と歩廊にあった
ベンチから要素を抽出した。

水との親和性×親水空間
近隣の小学生などの子供が遊ぶ滞留
空間という観点要素を抽出した。

散策者の回遊性×親水空間
歩廊の拡張に伴い散策者の回遊性向上
という観点から要素を抽出した。

散策者の回遊性×親水空間
既存の片側歩廊を回遊性の観点から
歩廊の拡張という要素を抽出した。

水との親和性×親水空間
水に近い場を設けるために既存
の階段という要素を抽出した。

散策者の滞留性×親水空間
川に凸となる滞留空間と歩廊の景色

という要素を抽出した。

水との親和性×親水空間
水に親しみ水中生物の観察という

観点から要素を抽出した。

水との親和性×親水空間
水の拡張と道路から親水空間を認識する

という観点から要素を抽出した。

水との親和性×親水空間
「ほたる護岸」の整備目的に準ずる
という観点から要素を抽出した。

散策者の回遊性×親水空間
既存で整備された飛び石の有効利用
という観点から要素を抽出した。

散策者の滞留性×緑地空間
既存の植樹された歩廊から各拠点にも
植樹するという要素を抽出した。

散策者の滞留性×緑地空間
既存花壇と歩廊空間で散策・観察
できる場から要素を抽出した。

散策者の回遊性×緑地空間
既存花壇と歩廊空間で散策・観察
できる場から要素を抽出した。

散策者の回遊性×緑地空間
散策路の変化のために既存花壇と連続
させるという観点から要素を抽出した。

散策者の回遊性×緑地空間
路地空間であり隣地とのプライバシー
保護の観点から要素を抽出した。

散策者の回遊性×緑地空間
既存花壇と歩廊空間で散策・観察
できる場から要素を抽出した。
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　計画区域の配置図
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